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名 

森立之 
 

もり・きえん もり・たてゆき 

 

医師 

 

経 歴 

生：文化４年（１８０７年）１１月２５日、江戸生まれ 

没：明治１８年（１８８５年）１２月６日、享年７９歳、洞雲寺（東京都豊島区）に葬る 

文政４年（１８２１年） １３歳 渋江抽斎に師事 

文政６年（１８２３年） １５歳 伊澤蘭軒に師事 

天保４年（１８３３年） ２５歳 佐々木氏の勝を娶る 

天保６年（１８３５年） ２７歳 第一子・約之（のりゆき）が生まれる 

天保８年（１８３７年）２月 ２９歳 禄を失う 

天保８年（１８３７年）２月～ 

 嘉永元年（１８４８年） 

２９～ 

４０歳 
相模において半儒半医で身をたてる 

嘉永元年（１８４８年）５月 ４０歳 ゆるされて阿部侯に再度仕える、江戸詰め 

嘉永元年（１８４８年）１０月１６日 ４０歳 幕府の命により医学館において千金方を校正 

嘉永７年（１８５４年） ４６歳 抜擢され幕府医学館講師 

安政５年（１８５８年）１２月１５日 ５１歳 はじめて徳川家定に謁す 

元治元年（１８６４年） ５６歳 医学館講書の功労により月俸を下賜される 

慶応２年（１８６６年）７月２日 ５８歳 祗役のために福山へ帰還のため江戸をたつ 

慶応２年（１８６６年）７月２３日 ５８歳 福山に到着 

慶応２年（１８６６年）１０月初旬 ５８歳 江戸に帰着 

慶応２年（１８６６年）１２月２９日 ５９歳 自宅が全焼 

明治元年（１８６８年）７月 ６０歳 福山に戻り、医者町に居す 

明治２年（１８６９年）１０月２７日 ６１歳 正寧公に侍すために福山を発つ 

明治２年（１８６９年）１１月８日 ６１歳 本郷丸山に到着 

明治３年（１８７０年）３月１６日 ６２歳 東京を発って福山へ 

明治３年（１８７０年）秋 ６２歳 寺町賢忠寺うしろに家を建つ 

明治４年（１８７１年）６月３日 ６３歳 約之が急死（３７歳） 



明治５年（１８７１年）１月２３日 ６４歳 吉野山経由で上京 

明治５年（１８７１年）３月 ６４歳 諸州を廻る 

明治５年（１８７１年）５月２７日 ６４歳 文部省十等出仕 

－ 
－ 

神田元岩井町４０番地に居を構え、勤めのかたわら

「正名学舎」を主宰 

－ － 医学校編書課 

－ － 朝野新聞 

－ － 工学寮本朝学課長 

明治１２年（１８７９年） 
７１歳 

和漢方医を結集し「温知社」を組織、『温知医談』を

月刊 

明治１２年（１８７９年）１２月１日～ 

 明治１８年（１８８５年）１月 

７２～ 

７７歳 
大蔵省印刷局において編集の任につく 

明治１３年（１８８０年）５月３１日 ７２歳 八丁堀水谷町に新居を構える 
 

 

生い立ちと学業、業績 

文化４年（１８０７年）１１月２５日生まれ。幼名は伊織、成人後一時弘之を名乗る。名は立之、

字は立夫。号は枳園、中年時に醒齋を用い、また詩稿には節齋と記した。さらに父の養竹を

つぐ。晩年には二端道人・水谷山人・浴仙・自言居士・竹窓主人。医号ははじめ養真、のち養

竹（第７代）。またその室号を容膝居・容膝屠蘇・恩知薬室とした。 

 

１３歳で渋江抽斎に師事し、１５歳で伊澤蘭軒に師事した。 

 

福山藩医であり、考証学者で、伊澤蘭軒門下の五哲に数えられた。 

千金方の校正、医心方の復刻発行に尽力し、のちに工学寮、大蔵省印刷局につとめた。 

 

３０歳のころ俳優に扮した奇行により失職し、相模の大磯や津久井郡勝瀬において１２年間も

の辛酸な時を過ごした。 

 

博学強記で、性格は磊落、小事に拘泥せず、大事に脳々たることなく、昔ながらの英雄の風

格があったという。 

勉学家であって、老齢となっても少しも衰えず、弁舌は巧みで、眼光も鋭く、神仙の趣があり、

聞くもので感服しないものはなかったと評されている。 

本草学にも関心があり、素問・霊枢・金匱などに通じ、内科・外科の心得ある儒医であった。 

相模にいた時代は、漢学を教えたり、手術も手がけたり、頼まれれば獣医のようなこともした

り、薬草採取などの生活であった。 

 



枳園の著書『遊相医話』のなかに「治術を究むるに本草を明めざるは、なお文字を書に小学

を知らざるが如し。もし薬性の寒熱温涼を辯ぜずして方を処せば、これ篆文六書を知らずして

字を書かんとすると何ぞ異ならんや」と記している。 

枳園の医史に残る業績は、彼の本草学や数多くの著書ではなく、幕府老中であり枳園の藩主

であった阿部正弘や多紀一族などと協力して、中国や日本の医学宝典とも称される千金方の

校正や、殊に医心方の安政版刊行に尽した仕事であろう。 

この史的事実はあまり紹介されていないので、枳園手録の『医心方提要』（嘉永７年）から、福

山地方の医人像ににも触れてみたい。 

 

嘉永元年（１８４８年）に枳園がゆるされて江戸に戻り、幕府の躋寿館に出仕し、それからが枳

園の活躍の時期となる。 

それは医心方の復刻のことであり、日本の宝典の再生というだけでなく、文化史の上に、宮廷

医家の関係や維新前後の医制など、数多くの反響を捲きおこした。 

この安政版刊行事業は医心方撰者・丹波康頼の後裔といわれる幕府の侍医・法印の多紀元

堅、その甥にあたる侍医・法眼の元昕（もとあき）が長になっている。 

その下に医学館医師５名がいて、その下に実際に活動する人達の組織となっていて、枳園の

師である有名な渋江全善（しぶえ・かえよし）、福山藩医の伊沢柏軒（信重・盤安）・枳園・堀川舟庵

の４名で構成されている。 

このようにスタッフは阿部老中や枳園の親しいグループで、作業は安政元年（１８５４年）に始

められ、安政版の底本となった半井家本の持出しの折衝役は、これまた阿部藩主の公用人の

渡辺三平太によりすすめられた。 

これまで散逸していた医心方がこれで全巻揃い、関係者１３名は狂喜雀躍したという。 

枳園の詩文に「自ずから狂わんと欲す」との一絶を詠っているし、また発句「見る人の数より多

しかえり花」とスタッフ数より医心方巻数の多いことをよんでいる。 

森約之（枳園の息子）は、医心方が世に出た功績は卯生まれの３人の力と評した。 

その１は阿部正弘で文政己卯（文政２年・１８１９年）生れの３６歳、その２はこの事業の最高責

任者である多紀元堅で寛政乙卯（寛政７年・１７９５年）生れの６０歳、その３は枳園で文化丁卯

（文化４年・１８０７年）生れの４８歳だとした。 

この事業は医学館が果たした最高最後の業績ともいわれ、幕府のかけた期待と情熱がうかが

える。 

 

この医心方発刊顛末記とも称すべき覚え書を枳園は入念に記録し、これを『医心方提要』と題

して保存していた。 

その内容を一覧すれば、これに傾注した苦労、学識の深さをうかがい知ることができる。 

まず散逸した３０巻を集める話。 

これだけでも１０００年に近い時代を経ているだけに、一つの長い物語になる。 

次いで模写の作業にかかる。幕府侍医・法眼となった喜多村直寛（きたむら・なおひろ）は、写生３０

人の心得を１５条達筆で書いている。 

その中には、斉戒沐浴・丹波康頼の霊前に香花を供え、朝夕これに礼拝すべきことや書写

中、猥談・剰語を禁ずとか、注意事項は作業全般に亘っており、各巻の担当者名が掲げら

れ、枳園も４巻ほど、名を連らねている。 

単に模写というだけでなく、移点・初校・再校と念入りな作業も１ヶ月足らずで終え、次いで、こ



れを版木に刻む仕事は７人の刻工が取組んでいる。 

安政６年（１８５９年）５月版木が出来、伊沢柏軒と枳園の連名で、関係者に終校のために回覧

され、１２月には、枳園の宅に試刷４部が届けられ、それから印刷・製本の過程となって行っ

た。現在の製本となる迄の過程と大いに異なる手間と苦労が払われたのである。 

 

清国考証学者の楊守敬は、日本でも知名の書道家でもあった人だが、彼は「影写手の渡辺

源三は一時の絶技」とほめ、枳園ほどの群書博覧の者は中国にもいないと称えている。 

彼の提要の中にも、医心方各巻に引用参考とされた多くの書目が記されているし、『本草和

名』、『本草経薬和名攷』、『いろは字源考』などの著述も知られている。 

明治３年（１８７０年）福山誠之館の教科書に、森枳園の著書・『皇国地理略』が用いられてい

る。 

これは日本で始めての書であろうと評されている。 

全く博識博学の士であった。 

 

医心方が刊行されて１０００年、この安政版復刻に献身した人達、ことに森枳園が医心方提要

を記して１００年を経た。 

枳園の晩年の明治１４年（１８８１年）の春、２７年前の嘉永７年（１８５４年）、医心方を求めた祝

賀の宴に加わった人は、物故され、自分一人生き残った感慨を次のように詠じた。 

「月更けて独りになりぬ花の下」。 

 

森枳園達が苦心して復刻刊行した安政版医心方がある為に、広島では、全国では類例のな

い医心方研究会が持たれ、現代訳が発行されている快挙は枳園もって瞑すべきであろう。 

 

明治１８年（１８８５年）１２月６日没、享年７９歳、東京都豊島区洞雲寺に葬る。諡長寿院訪古

枳園居士。   （出典２）、（出典７）、（出典８） 

 

誠之館所蔵品 

管理№ 氏  名 名  称 制作／発行 日 付 

０６７６０ 川瀬一馬 著 
『日本書誌学之研究』、７７５頁 

「森立之・約之父子」 

大日本雄弁会

講談社 
昭和１８年 

０３２０８ 藝備醫學會 編 『藝備醫志（芸備医志）』復刻版 藝備醫學會 昭和４８年 

０６７７４ 
長野仁／宿野孝／

大浦慈観 編 

『日本漢方セレクション① 日本腹診の

源流－意仲玄奥の世界－』 
六然社 平成１５年 

 

 



出典１：『藝備醫志（芸備医志）』復刻版、３３頁、芸備医学会編、広島県医師会刊、昭和４８年１１月１１日 

出典２：『広島県の医師群像－明治時代－』、５２頁、阪田泰正著、安芸津記念病院郷土史料室刊、昭和６１年１月１日 

出典３：『廣島縣醫人傳（第１集）』、２２・５１頁、江川義雄著刊、昭和６１年４月１９日 

出典４：『芸備両国医師群像』、３７頁、「森枳園」、阪田泰正著、安芸津記念病院郷土史料室刊、昭和５８年１月１日 

出典５：『明治維新人名辞典』、１００８頁、「森養竹（四代）」、日本歴史学会編、吉川弘文館刊、昭和５６年９月１０日 

出典６：『福山の今昔』、１７１頁、濱本鶴賓著、立石岩三郎刊、大正６年４月２６日 

出典７：『日本書誌学之研究』、７７５頁、「森立之・約之父子」、川瀬一馬著、大日本雄弁会講談社刊、昭和１８年６月１０日 

出典８：『日本漢方セレクション① 日本腹診の源流－意仲玄奥の世界－』、長野仁・宿野孝・大浦慈観編、六然社刊、２００３年

６月１日 

関連情報１：『備後史談』 

２００９年９月１８日追加●２００９年９月２８日更新：本文・著書●２００９年１０月１日更新：著書・出典●２００９年１０月２日更新：本

文●２００９年１０月１９日更新：出典●２０１０年３月１０日更新：経歴・出典●２０１０年３月３１日更新：出典●２０１１年９月１４日

更新：経歴・本文・関連情報●２０１１年１０月４日更新：経歴・本文・出典・関連情報（削除）●２０１１年１０月５日更新：誠之館所

蔵品●２０１１年１１月１０日更新：経歴・本文・誠之館所蔵品・出典●２ 

 


